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３．４ 環境問題に関する情報源 

３．４．１ 環境問題に関する情報源 

 

（１）経年推移 

 

「インターネット」は10年度から、「NPOなどの活動団体」は14年度から、「環境白書」は21度からの

項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ７７  環境問題に関する情報源 経年推移＞ 

 

 

１番の情報源は「新聞やテレビ」 

       重要な情報源としては「新聞やテレビ（86.5%）」が最も高く、この傾向は過去の調査結果

と一致している。 

    また、「回覧板や県・市町村の広報（55.0%）」も重要な情報源となっていると共に、「インター

ネット（27.9%）」の割合も年々、増加している。 

  

問５ あなたは、どのようにして、自然環境や身近な生活環境についての情報を得ていますか。 

あてはまるものをすべて選び、番号に○をつけてください。（○はいくつでも） 

79.3 

28.0 

58.7 

16.0 

20.5 

1.0 

2.5 

88.9 

33.4 

65.7 

5.4 

29.1 

23.2 

2.8 

10.0 

84.3 

34.4 

51.6 

7.9 

2.9 

31.2 

27.5 

13.7 

1.9 

11.1 

92.0 

33.8 

49.5 

18.6 

3.0 

24.1 

20.3 

9.7 

1.5 

9.3 

86.5 

28.1 

55.0 

27.9 

3.1 

28.7 

22.5 

10.3 

1.0 

9.3 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

新聞やテレビなどを通じて

本や雑誌などを通じて

回覧板や県・市町村の

広報などを通じて

インターネットを通じて

NPOなどの活動団体を通じて

近所や地域の口コミ情報によって

自ら視察することによって

国や県などが発行する

環境白書を通じて

その他

積極的には情報を得ていない

6年度(n=1,602) 12年度(n=539) 17年度(n=593) 22年度(n=527) 27年度(n=1,057)
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３．４．２ 群馬県の発信する環境情報をどこから得ているか 

 

（１）経年推移 

 

「ぐんまちゃんの掲示板」は 14 年度から、「県の環境白書」は 21 年度からの項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ７８  県の環境に関する情報源 経年推移＞ 

 

 

 

 

  

問６ 群馬県の発信する環境情報について、お聞きします。 

あなたは、県の環境に関する情報をどこから得たことがありますか。あてはまるものをす

べて選び、番号に○をつけてください。（○はいくつでも） 

2.2 

28.2 

10.6 

41.7 

53.1 

29.7 

5.4 

17.9 

8.4 

18.0 

29.5 

4.7 

43.2 

33.7 

10.1 

17.8 

9.3 

17.8 

27.9 

2.7 

42.1 

34.2 

11.3 

24.3 

11.5 

17.4 

45.6 

2.5 

53.3 

18.7 

0 10 20 30 40 50 60 70

県のホームページ

群馬テレビの県政ガイド

ＦＭぐんまの県政ガイド

上毛新聞のぐんまちゃんの掲示板

県の広報誌

（ぐんま広報、グラフぐんまなど）

県の環境白書

市町村の広報誌

特になし

12年度(n=539) 17年度(n=593) 22年度(n=527) 27年度(n=1,057)
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（２）年代別傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ７９  特になし 年代別＞ 

 

 

１番の情報源は「市町村の広報誌」 

県の環境に関する情報源は、「市町村の広報誌（53.3%）」が最も高く、この傾向は過去の

調査結果と一致している。 

また、「県の広報誌（45.6%）」、「群馬テレビの県政ガイド（24.3%）」も、前回調査から

大幅に増加している。 

    一方、「特になし（18.7%）」と回答した年代別傾向をみると、「２０代（37.0%）」、「３

０代（28.3%）」が、県の環境に関する情報を特に得ていなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

37.0 

28.3 

15.5 

15.5 

14.5 

0 10 20 30 40 50

20～29歳(n=100)

30～39歳(n=145)

40～49歳(n=148)

50～59歳(n=193)

60歳以上(n=462)

％
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３．４．３ 今後、環境に関するどのような情報を知りたいか 

 

（１）経年推移 

 

「企業が取り組んでいる、環境に対する施策や取組」は 17 年度から、「太陽光や風力などを使った再生

可能エネルギーへの取組について」「野生生物の減少や絶滅、外来生物の侵入などの状況について」は今年

度からの項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ８０  今後、環境に関するどのような情報を知りたいか 経年推移＞ 

 

 

最も知りたい情報は「身近な環境問題」 

      最も知りたい情報は「身近な環境問題（67.9%）」、２番目が「行政が取り組んでいる、環

境に対する施策や取組（52.0%）」、３番目が「普段の生活の中で、自分でできる環境保全の

方法（43.5%）」であった。 

 

  

問７ あなたは、今後、環境に関するどのような情報を知りたいですか。あてはまるものをすべ

て選び、番号に○をつけてください。（○はいくつでも） 

49.9 

64.2 

20.7 

43.0 

15.5 

61.9 

0.7 

37.7 

66.6 

17.8 

43.0 

13.4 

46.0 

2.8 

41.5 

63.7 

17.9 

45.2 

18.7 

15.0 

47.4 

1.3 

44.4 

60.7 

15.9 

40.6 

16.7 

15.4 

48.6 

1.3 

39.7 

67.9 

18.3 

52.0 

20.2 

16.7 

43.5 

37.8 

32.0 

2.9 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

地球規模の環境問題

身近な環境問題

世界各国で取り組んでいる、

環境に関する取組

行政が取り組んでいる、

環境に対する施策や取組

企業が取り組んでいる、

環境に対する施策や取組

地域の環境保全活動の現状や、

参加募集

普段の生活の中で、自分でできる

環境保全の方法

太陽光や風力などを使った

再生可能エネルギーへの取組

野生生物の減少や絶滅、外来生物の

侵入などの状況

その他

6年度(n=1,602) 12年度(n=539) 17年度(n=593) 22年度(n=527) 27年度(n=1,057)
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３．５ 取組 

３．５．１ 環境保全のための現在の取組状況と今後の取組意向 

 

（１）今年度の傾向 

 

≪現在≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ８１  環境保全に対する取組 現在＞ 

 

  

問８ あなたは、環境保全のために、現在どのようなことを心がけていますか。また、今後どの

ような取組を行っていきたいですか。以下のそれぞれの項目について、「Ａ．現在」「Ｂ．

今後」から、あてはまるものをそれぞれ１つ選び、番号に○をつけてください。（○はＡ，

Ｂそれぞれ１つずつ） 

29.9 

49.7 

23.0 

46.4 

32.9 

30.7 

46.3 

1.7 

11.4 

45.8 

16.9 

14.9 

81.4 

33.4 

9.2 

55.4 

43.5 

39.4 

37.7 

45.2 

48.3 

33.9 

12.5 

49.7 

32.9 

17.6 

34.5 

13.7 

44.7 

1.3 

10.6

5.7

36.0

14.1

19.9

18.5

18.4

83.2

36.6

19.0

63.5

48.5

3.1

19.8

87.3

4.1

1.1

1.7

1.8

2.0

2.5

1.5

2.6

2.4

2.3

2.0

2.0

1.8

2.2

2.2

0% 100%

破損しても修理して使うなど、

物を長く使用するように努めている

電気・ガス・水道等の節約に努めている

近場の移動は自家用車を利用しないで、

自転車や徒歩で移動する

廃油をそのまま流さない、洗剤を使いすぎない

など、生活排水対策に努めている

紙コップや紙皿など、使い捨て商品は使わない

過剰包装を断ったり、簡易包装商品を選ぶ

買物にはマイバッグ等を持参し、

むだなレジ袋等を断る

自然観察会や環境講演会、植林や

緑化活動などに参加している

公園、道端などに捨てられている、ゴミや

空き缶などを拾うなど、環境美化に努めている

地区などで行う廃品回収活動などの、

環境保全活動に協力している

生ゴミ、庭ゴミのコンポスト化など減量化に

努めている

不用になった衣類や家具などを、ﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄに

出すなど、リユース（再使用）に努めている

資源ゴミ（例：古紙、缶、ビン、ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、ﾄﾚｲなど）は

分別してリサイクルに出している

リサイクルされたトイレットペーパーなど

環境に配慮した商品を購入する

住宅用太陽光発電設備を導入している

常に実行している 時々実行している 実行していない 無回答
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１番実行されている取組は「資源ゴミの分別」 

    実行されている取組として「資源ゴミ（例：古紙、缶、ビン、ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、ﾄﾚｲなど）は分別

してリサイクルに出している（95.1%）」、「電気・ガス・水道等の節約に努めている（93.2%）」、

「破損しても修理して使うなど、物を長く使用するように努めている（85.3%）」、「廃油を

そのまま流さない、洗剤を使いすぎないなど、生活排水対策に努めている（84.1%）」、「買

物にはマイバッグ等を持参し、むだなレジ袋等を断る（80.2%）」の合わせて５項目について

は、８割以上の実行率であった。 

一方、「住宅用太陽光発電設備を導入している（10.5%）」、「自然観察会や環境講演会、

植林や緑化活動などに参加している（14.2%）」、「生ゴミ、庭ゴミのコンポスト化など減量

化に努めている（34.5%）」の合わせて３項目については、４割未満の実行率であった。 

 

※ 上記文章中の「実行している」は、「常に実行している」と「時々実行している」の割合を

合算して算出。 
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≪今後≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ８２  環境保全に対する取組 今後＞ 

 

 

県民の環境保全に対する取組意識は高い 

    「電気・ガス・水道等の節約に努めている（91.2%）」、「資源ゴミ（例：古紙、缶、ビン、

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、ﾄﾚｲなど）は分別してリサイクルに出している（91.1%）」、「廃油をそのまま流さ

ない、洗剤を使いすぎないなど、生活排水対策に努めている（83.8%）」、「破損しても修理

して使うなど、物を長く使用するように努めている（80.2%）」の合わせて４項目について、

８割以上の人が今後も（今後は）行っていきたいと回答している。 

 

 

 

 

 

  

80.2 

91.2 

66.9 

83.8 

71.5 

74.9 

79.9 

26.9 

61.7 

75.8 

40.1 

49.7 

91.1 

70.7 

18.4 

3.6 

1.4 

11.4 

3.5 

10.5 

6.8 

6.7 

21.5 

8.9 

5.4 

18.7 

16.9 

1.2 

6.8 

34.5 

9.5

2.9

16.8

7.3

13.2

12.7

8.5

47.0

25.1

13.5

36.5

28.5

2.6

17.7

42.5

6.7

4.4

4.8

5.4

4.7

5.6

4.8

4.6

4.4

5.3

4.6

4.9

5.0

4.8

4.6

0% 100%

破損しても修理して使うなど、

物を長く使用するように努めている

電気・ガス・水道等の節約に努めている

近場の移動は自家用車を利用しないで、

自転車や徒歩で移動する

廃油をそのまま流さない、洗剤を使いすぎない

など、生活排水対策に努めている

紙コップや紙皿など、使い捨て商品は使わない

過剰包装を断ったり、簡易包装商品を選ぶ

買物にはマイバッグ等を持参し、

むだなレジ袋等を断る

自然観察会や環境講演会、植林や

緑化活動などに参加している

公園、道端などに捨てられている、ゴミや

空き缶などを拾うなど、環境美化に努めている

地区などで行う廃品回収活動などの、

環境保全活動に協力している

生ゴミ、庭ゴミのコンポスト化など減量化に

努めている

不用になった衣類や家具などを、ﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄに

出すなど、リユース（再使用）に努めている

資源ゴミ（例：古紙、缶、ビン、ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、ﾄﾚｲなど）は

分別してリサイクルに出している

リサイクルされたトイレットペーパーなど

環境に配慮した商品を購入する

住宅用太陽光発電設備を導入している

今後も(今後は)行っていきたい 実行するつもりはない わからない 無回答
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（２）経年推移 

 

【破損しても修理して使うなど、物を長く使用するように努めている】 

≪現在≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ８３  破損しても修理して使うなど、物を長く使用するように努めている 

現在 経年推移＞ 

 

≪今後≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ８４  破損しても修理して使うなど、物を長く使用するように努めている 

今後 経年推移＞ 

  

31.4 

29.8 

33.0 

29.9 

53.1 

57.2 

57.3 

55.4 

8.3

8.9

6.6

10.6

7.2

4.0

3.0

4.1

0% 100%

12年度(n=539)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

常に実行している 時々実行している 実行していない 無回答

80.1 

83.1 

85.8 

80.2 

0.9 

2.4 

2.1 

3.6 

8.0

5.9

5.9

9.5

10.9

8.6

6.3

6.7

0% 100%

12年度(n=539)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

今後も(今後は)行っていきたい 実行するつもりはない わからない 無回答
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【電気・ガス・水道等の節約に努めている】 

≪現在≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ８５  電気・ガス・水道等の節約に努めている 現在 経年推移＞ 

 

≪今後≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ８６  電気・ガス・水道等の節約に努めている 今後 経年推移＞ 

  

 

 

 

  

44.3 

47.7 

46.5 

49.7 

43.6 

43.5 

47.6 

43.5 

7.1

5.4

4.6

5.7

5.0

3.4

1.3

1.1

0% 100%

12年度(n=539)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

常に実行している 時々実行している 実行していない 無回答

85.3 

89.5 

91.7 

91.2 

1.5 

1.3 

1.3 

1.4 

2.6

1.0

2.7

2.9

10.6

8.1

4.4

4.4

0% 100%

12年度(n=539)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

今後も(今後は)行っていきたい 実行するつもりはない わからない 無回答
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【近場の移動は自家用車を利用しないで、自転車や徒歩で移動する】 

≪現在≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ８７  近場の移動は自家用車を利用しないで、自転車や徒歩で移動す

る 現在 経年推移＞ 

 

≪今後≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ８８  近場の移動は自家用車を利用しないで、自転車や徒歩で移動す

る 今後 経年推移＞ 

 

 

 

  

22.1 

19.7 

17.5 

23.0 

33.8 

37.1 

40.6 

39.4 

37.5

39.3

40.0

36.0

6.7

3.9

1.9

1.7

0% 100%

12年度(n=539)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

常に実行している 時々実行している 実行していない 無回答

61.6 

65.9 

67.7 

66.9 

11.1 

11.0 

9.3 

11.4 

16.7

14.3

18.6

16.8

10.6

8.8

4.4

4.8

0% 100%

12年度(n=539)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

今後も(今後は)行っていきたい 実行するつもりはない わからない 無回答
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【廃油をそのまま流さない、洗剤を使いすぎないなど、生活排水対策に努めている】 

≪現在≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ８９  廃油をそのまま流さない、洗剤を使いすぎないなど、生活排水対

策に努めている 現在 経年推移＞ 

 

≪今後≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ９０  廃油をそのまま流さない、洗剤を使いすぎないなど、生活排水対

策に努めている 今後 経年推移＞ 

 

 

 

  

46.5 

44.0 

47.4 

46.4 

40.6 

38.8 

40.0 

37.7 

11.2

13.0

10.8

14.1

1.7

4.2

1.7

1.8

0% 100%

12年度(n=539)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

常に実行している 時々実行している 実行していない 無回答

86.0 

83.8 

87.1 

83.8 

2.0 

2.9 

2.1 

3.5 

6.8

4.7

6.6

7.3

5.1

8.6

4.2

5.4

0% 100%

12年度(n=539)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

今後も(今後は)行っていきたい 実行するつもりはない わからない 無回答
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【紙コップや紙皿など、使い捨て商品は使わない】 

≪現在≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ９１  紙コップや紙皿など、使い捨て商品は使わない 現在 経年推移

＞ 

 

≪今後≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ９２  紙コップや紙皿など、使い捨て商品は使わない 今後 経年推移

＞ 

 

 

 

  

35.3 

34.6 

33.0 

32.9 

38.6 

38.1 

44.2 

45.2 

20.2

23.3

21.1

19.9

5.9

4.0

1.7

2.0

0% 100%

12年度(n=539)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

常に実行している 時々実行している 実行していない 無回答

65.9 

69.6 

74.4 

71.5 

8.2 

7.4 

8.0 

10.5 

15.4

13.8

13.7

13.2

10.6

9.1

4.0

4.7

0% 100%

12年度(n=539)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

今後も(今後は)行っていきたい 実行するつもりはない わからない 無回答



63 
 

【過剰包装を断ったり、簡易包装商品を選ぶ】 

≪現在≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ９３  過剰包装を断ったり、簡易包装商品を選ぶ 現在 経年推移＞ 

 

≪今後≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ９４  過剰包装を断ったり、簡易包装商品を選ぶ 今後 経年推移＞ 

 

 

 

  

15.4 

20.4 

22.2 

30.7 

47.1 

48.2 

53.7 

48.3 

30.4

27.2

22.0

18.5

7.1

4.2

2.1

2.5

0% 100%

12年度(n=539)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

常に実行している 時々実行している 実行していない 無回答

65.3 

69.3 

76.5 

74.9 

4.8 

4.7 

4.4 

6.8 

18.7

16.9

15.4

12.7

11.1

9.1

3.8

5.6

0% 100%

12年度(n=539)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

今後も(今後は)行っていきたい 実行するつもりはない わからない 無回答



64 
 

【買物にはマイバッグ等を持参し、むだなレジ袋等を断る】 

≪現在≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ９５  買物にはマイバッグ等を持参し、むだなレジ袋等を断る 現在 

経年推移＞ 

 

≪今後≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ９６  買物にはマイバッグ等を持参し、むだなレジ袋等を断る 今後 

経年推移＞ 

 

 

 

  

7.1 

11.6 

28.7 

46.3 

24.9 

26.8 

36.6 

33.9 

60.9

57.5

33.6

18.4

7.2

4.0

1.1

1.5

0% 100%

12年度(n=539)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

常に実行している 時々実行している 実行していない 無回答

51.0 

53.6 

70.0 

79.9 

11.3 

13.7 

6.6 

6.7 

26.2

24.3

19.5

8.5

11.5

8.4

3.8

4.8

0% 100%

12年度(n=539)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

今後も(今後は)行っていきたい 実行するつもりはない わからない 無回答



65 
 

【自然観察会や環境講演会、植林や緑化活動などに参加している】 

≪現在≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ９７  自然観察会や環境講演会、植林や緑化活動などに参加している 

現在 経年推移＞ 

 

≪今後≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ９８  自然観察会や環境講演会、植林や緑化活動などに参加している 

今後 経年推移＞ 

 

 

 

  

1.7 

1.7 

1.7 

1.7 

16.1 

13.2 

8.7 

12.5 

75.3

81.1

87.5

83.2

6.9

4.0

2.1

2.6

0% 100%

12年度(n=539)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

常に実行している 時々実行している 実行していない 無回答

28.0 

28.5 

22.4 

26.9 

14.1 

19.6 

23.1 

21.5 

45.6

43.5

50.1

47.0

12.2

8.4

4.4

4.6

0% 100%

12年度(n=539)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

今後も(今後は)行っていきたい 実行するつもりはない わからない 無回答



66 
 

【公園、道端などに捨てられている、ゴミや空き缶などを拾うなど、環境美化に努めている】 

≪現在≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ９９  公園、道端などに捨てられている、ゴミや空き缶などを拾うなど、

環境美化に努めている 現在 経年推移＞ 

 

≪今後≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１００  公園、道端などに捨てられている、ゴミや空き缶などを拾うなど、

環境美化に努めている 今後 経年推移＞ 

 

 

 

  

10.0 

10.3 

8.9 

11.4 

51.6 

50.4 

48.6 

49.7 

32.5

35.2

41.0

36.6

5.9

4.0

1.5

2.4

0% 100%

12年度(n=539)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

常に実行している 時々実行している 実行していない 無回答

61.0 

62.7 

63.2 

61.7 

6.3 

7.1 

8.3 

8.9 

21.5

21.4

24.9

25.1

11.1

8.8

3.6

4.4

0% 100%

12年度(n=539)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

今後も(今後は)行っていきたい 実行するつもりはない わからない 無回答



67 
 

【地区などで行う廃品回収活動などの、環境保全活動に協力している】 

≪現在≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１０１  地区などで行う廃品回収活動などの、環境保全活動に協力し

ている 現在 経年推移＞ 

 

≪今後≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１０２  地区などで行う廃品回収活動などの、環境保全活動に協力し

ている 今後 経年推移＞ 

 

 

 

  

46.6 

43.8 

46.1 

45.8 

32.1 

30.0 

32.3 

32.9 

15.4

22.6

20.1

19.0

5.9

3.5

1.5

2.3

0% 100%

12年度(n=539)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

常に実行している 時々実行している 実行していない 無回答

73.3 

72.3 

77.8 

75.8 

2.8 

5.4 

4.7 

5.4 

13.0

13.8

13.3

13.5

10.9

8.4

4.2

5.3

0% 100%

12年度(n=539)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

今後も(今後は)行っていきたい 実行するつもりはない わからない 無回答



68 
 

【生ゴミ、庭ゴミのコンポスト化など減量化に努めている】 

≪現在≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１０３  生ゴミ、庭ゴミのコンポスト化など減量化に努めている 現在 

経年推移＞ 

 

≪今後≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１０４  生ゴミ、庭ゴミのコンポスト化など減量化に努めている 今後 

経年推移＞ 

 

 

 

  

26.7 

23.3 

15.2 

16.9 

16.5 

17.9 

16.7 

17.6 

50.8

55.0

66.8

63.5

5.9

3.9

1.3

2.0

0% 100%

12年度(n=539)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

常に実行している 時々実行している 実行していない 無回答

49.9 

49.6 

41.6 

40.1 

9.1 

10.8 

17.3 

18.7 

29.9

30.9

38.3

36.5

11.1

8.8

2.8

4.6

0% 100%

12年度(n=539)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

今後も(今後は)行っていきたい 実行するつもりはない わからない 無回答



69 
 

【不用になった衣類や家具などを、ﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄに出すなど、リユース（再使用）に努めている】 

≪現在≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１０５  不用になった衣類や家具などを、ﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄに出すなど、リユ

ース（再使用）に努めている 現在 経年推移＞ 

 

≪今後≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１０６  不用になった衣類や家具などを、ﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄに出すなど、リユ

ース（再使用）に努めている 今後 経年推移＞ 

 

 

 

  

6.7 

6.6 

9.9 

14.9 

18.2 

30.4 

31.1 

34.5 

67.9

59.5

57.5

48.5

7.2

3.5

1.5

2.0

0% 100%

12年度(n=539)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

常に実行している 時々実行している 実行していない 無回答

36.7 

43.7 

47.8 

49.7 

13.4 

15.2 

15.6 

16.9 

38.4

33.2

33.0

28.5

11.5

7.9

3.6

4.9

0% 100%

12年度(n=539)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

今後も(今後は)行っていきたい 実行するつもりはない わからない 無回答



70 
 

【資源ゴミ（例：古紙、缶、ビン、ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、ﾄﾚｲなど）は分別してリサイクルに出している】 

≪現在≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１０７  資源ゴミ（例：古紙、缶、ビン、ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、ﾄﾚｲなど）は分別してリ

サイクルに出している 現在 経年推移＞ 

 

≪今後≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１０８  資源ゴミ（例：古紙、缶、ビン、ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、ﾄﾚｲなど）は分別してリ

サイクルに出している 今後 経年推移＞ 

 

 

 

  

68.5 

74.2 

81.4 

81.4 

19.9 

16.2 

14.8 

13.7 

6.7

6.1

2.7

3.1

5.0

3.5

1.1

1.8

0% 100%

12年度(n=539)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

常に実行している 時々実行している 実行していない 無回答

83.7 

86.8 

93.9 

91.1 

1.5 

1.0 

0.2 

1.2 

4.5

4.0

1.9

2.6

10.4

8.1

4.0

5.0

0% 100%

12年度(n=539)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

今後も(今後は)行っていきたい 実行するつもりはない わからない 無回答



71 
 

【リサイクルされたトイレットペーパーなど環境に配慮した商品を購入する】 

≪現在≫ 

 

※「リサイクルされたトイレットペーパーなど環境に配慮した商品を購入する」は今年度からの項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１０９  リサイクルされたトイレットペーパーなど環境に配慮した商品を

購入する 現在 経年推移＞ 

 

≪今後≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１１０  リサイクルされたトイレットペーパーなど環境に配慮した商品を

購入する 今後 経年推移＞ 

 

  

33.4 44.7 19.8 2.2

0% 100%

12年度(n=539)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

常に実行している 時々実行している 実行していない 無回答

70.7 6.8 17.7 4.8

0% 100%

12年度(n=539)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

今後も(今後は)行っていきたい 実行するつもりはない わからない 無回答



72 
 

【住宅用太陽光発電設備を導入している】 

≪現在≫ 

 

※「住宅用太陽光発電設備を導入している」は今年度からの項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１１１  住宅用太陽光発電設備を導入している 現在 経年推移＞ 

 

≪今後≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１１２  住宅用太陽光発電設備を導入している 今後 経年推移＞ 

 

  

9.2 1.3 87.3 2.2

0% 100%

12年度(n=539)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

常に実行している 時々実行している 実行していない 無回答

18.4 34.5 42.5 4.6

0% 100%

12年度(n=539)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

今後も(今後は)行っていきたい 実行するつもりはない わからない 無回答



73 
 

（３）現在と今後の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１１３  現在と今後の関係＞ 

 

 

今後は取り組んでいく 

「現在、取り組み度が低い項目に対しても、今後は取り組んでいきたい。」と考えている。 

 

 

 

 

 

 

  

修理

電気等節約

自転車や徒歩

生活排水

使い捨て

簡易包装

マイバッグ

自然観察会など

環境美化

環境保全活動

ゴミ減量化

リユース（再使用）

資源ゴミ

リサイクル

太陽光発電設備

0
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３．６ 地球温暖化防止 

３．６．１ 地球温暖化防止のための現在の取組状況と今後の取組意向 

 

（１）今年度の傾向 

 

≪現在≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１１４  地球温暖化防止のための心がけ 現在＞ 

  

問９ あなたは、地球温暖化防止のために、現在どのようなことを心がけていますか。また、今

後どのような取組を行っていきたいですか。 

   以下のそれぞれの項目について、「Ａ．現在」「Ｂ．今後」から、あてはまるものをそれぞ

れ１つ選び、番号に○をつけてください。（○はＡ，Ｂそれぞれ１つずつ） 

9.6 

24.1 

54.8 

46.0 

53.0 

44.2 

42.4 

7.4 

8.6 

50.5 

28.2 

27.6 

15.4 

31.7 

41.7 

37.0 

38.8 

29.6 

2.1 

2.2 

39.1 

50.0 

58.1

55.6

9.3

9.6

7.3

14.0

24.7

86.8

85.1

8.1

19.4

4.6

4.8

4.3

2.6

2.7

3.0

3.3

3.7

4.1

2.3

2.4

0% 100%

通勤や買物の際にバスや電車など

の公共交通機関や自転車を利用

し、車の使用を控える

燃費効率の良い自動車やハイブ

リッド車などの低公害車を利用する

車を使用するときには、不要なアイ

ドリング・急発進・急加速はしない

照明器具や電気機器をこまめに消

す、主電源を切って待機電力を削

減するなどに努める

冷房の温度を1℃高く、暖房の温度

を1℃低くなど、冷暖房を控えめに

する

電気機器やガス器具の買い替えに

は、待機電力が少な・

熱効率が良いなど省エネルギー…

ペアガラスを使う、カーテンやブライ

ンドを効果的に使うなど、住居の断

熱効果を高める工夫をする

太陽熱温水器を利用する

家庭で太陽光発電、風力発電など

を利用する

身体や髪・手を洗っている間、水や

お湯を出しっぱなしにしないように

努める

グリーン購入や、ごみの減量化・リ

サイクルで省資源に努める

常に実行している 時々実行している 実行していない 無回答

（n=1,057）
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１番実行されている取組は「冷暖房を控えめにする」 

 実行されている取組として「冷暖房を控えめにする（90.0%）」、「水やお湯を出しっぱな

しにしないように努める（89.6%）」、「節電や待機電力を削減するなどに努める（87.7%）」、

「不要なアイドリング・急発進・急加速はしない（86.5%）」、「省エネルギー型製品を購入

するよう努める（83.0%）」の合わせて５項目については、８割以上の実行率であった。 

一方、「太陽熱温水器を利用する（9.5%）」、「太陽光発電、風力発電などを利用する（1

0.8%）」、「公共交通機関や自転車を利用し、車の使用を控える（37.2%）」、「ハイブリッ

ド車などの低公害車を利用する（39.5%）」の合わせて４項目については、４割未満の実行率

であった。 

 

※ 上記文章中の「実行している」は、「常に実行している」と「時々実行している」の割合を

合算して算出。 
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≪今後≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１１５  地球温暖化防止のための心がけ 今後＞ 

 

 

今後、最も行っていきたい取組は「水やお湯を出しっぱなしにしないように努める」 

    「水やお湯を出しっぱなしにしないように努める（86.9%）」、「冷暖房を控えめにする（8

4.8%）」、「節電や待機電力を削減するなどに努める（84.7%）」、「不要なアイドリング・

急発進・急加速はしない（81.9%）」、「省エネルギー型製品を購入するよう努める（80.2%）」

の合わせて５項目について、８割以上の人が今後も（今後は）行っていきたいと回答している。 

    ≪現在≫において、実行率が４割未満だった４項目については、「太陽熱温水器を利用する

（17.6%）」、「太陽光発電、風力発電などを利用する（20.5%）」、「公共交通機関や自転車

を利用し、車の使用を控える（40.2%）」、「ハイブリッド車などの低公害車を利用する（52.

9%）」であった。 

 

 

 

  

40.2 

52.9 

81.9 

84.7 

84.8 

80.2 

74.0 

17.6 

20.5 

86.9 

73.8 

23.2 

9.2 

3.1 

3.2 

4.4 

3.5 

4.5 

29.4 

25.8 

2.7 

4.4 

29.7

31.2

8.2

6.5

5.4

10.7

16.0

47.4

47.5

5.0

16.7

6.9

6.7

6.7

5.6

5.5

5.6

5.5

5.6

6.1

5.3

5.2

0% 100%

通勤や買物の際にバスや電車など

の公共交通機関や自転車を利用

し、車の使用を控える

燃費効率の良い自動車やハイブ

リッド車などの低公害車を利用する

車を使用するときには、不要なアイ

ドリング・急発進・急加速はしない

照明器具や電気機器をこまめに消

す、主電源を切って待機電力を削

減するなどに努める

冷房の温度を1℃高く、暖房の温度

を1℃低くなど、冷暖房を控えめに

する

電気機器やガス器具の買い替えに

は、待機電力が少ない・熱効率が

良いなど省エネルギー型製品を…

ペアガラスを使う、カーテンやブライ

ンドを効果的に使うなど、住居の断

熱効果を高める工夫をする

太陽熱温水器を利用する

家庭で太陽光発電、風力発電など

を利用する

身体や髪・手を洗っている間、水や

お湯を出しっぱなしにしないように

努める

グリーン購入や、ごみの減量化・リ

サイクルで省資源に努める

今後も(今後は)行っていきたい 実行するつもりはない わからない 無回答

（n=1,057）
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（２）経年推移 

 

【公共交通機関や自転車を利用し、車の使用を控える】 

≪現在≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１１６  公共交通機関や自転車を利用し、車の使用を控える 現在 経

年推移＞ 

 

≪今後≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１１７  公共交通機関や自転車を利用し、車の使用を控える 今後 経

年推移＞ 

  

6.6 

6.7 

5.7 

9.6 

27.9 

25.0 

27.7 

27.6 

64.0

63.1

63.0

58.1

1.5

5.2

3.6

4.6

0% 100%

13年度(n=519)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

常に実行している 時々実行している 実行していない 無回答

41.8 

40.8 

39.3 

40.2 

24.1 

22.6 

26.4 

23.2 

29.1

29.2

29.2

29.7

5.0

7.4

5.1

6.9

0% 100%

13年度(n=519)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

今後も(今後は)行っていきたい 実行するつもりはない わからない 無回答
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【ハイブリッド車などの低公害車を利用する】 

≪現在≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１１８  ハイブリッド車などの低公害車を利用する 現在 経年推移＞ 

 

≪今後≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１１９  ハイブリッド車などの低公害車を利用する 今後 経年推移＞ 

 

  

9.8 

15.2 

17.8 

24.1 

10.8 

11.5 

14.0 

15.4 

73.6

65.9

65.3

55.6

5.8

7.4

2.8

4.8

0% 100%

13年度(n=519)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

常に実行している 時々実行している 実行していない 無回答

49.9 

53.6 

59.8 

52.9 

7.3 

8.8 

9.5 

9.2 

35.8

29.7

27.5

31.2

6.9

7.9

3.2

6.7

0% 100%

13年度(n=519)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

今後も(今後は)行っていきたい 実行するつもりはない わからない 無回答
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【不要なアイドリング・急発進・急加速はしない】 

≪現在≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１２０  不要なアイドリング・急発進・急加速はしない 現在 経年推移

＞ 

 

≪今後≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１２１  不要なアイドリング・急発進・急加速はしない 今後 経年推移

＞ 

 

  

51.6 

47.7 

49.7 

54.8 

32.4 

34.1 

35.3 

31.7 

10.8

11.6

12.5

9.3

5.2

6.6

2.5

4.3

0% 100%

13年度(n=519)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

常に実行している 時々実行している 実行していない 無回答

83.6 

80.6 

83.3 

81.9 

2.7 

4.0 

2.8 

3.1 

7.7

6.4

8.9

8.2

6.0

8.9

4.9

6.7

0% 100%

13年度(n=519)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

今後も(今後は)行っていきたい 実行するつもりはない わからない 無回答
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【節電や待機電力を削減するなどに努める】 

≪現在≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１２２  節電や待機電力を削減するなどに努める 現在 経年推移＞ 

 

≪今後≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１２３  節電や待機電力を削減するなどに努める 今後 経年推移＞ 

 

  

45.3 

43.2 

41.2 

46.0 

42.8 

43.5 

47.2 

41.7 

9.6

8.4

10.4

9.6

2.3

4.9

1.1

2.6

0% 100%

13年度(n=519)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

常に実行している 時々実行している 実行していない 無回答

89.8 

85.5 

87.3 

84.7 

1.0 

1.7 

2.7 

3.2 

4.6

4.2

6.3

6.5

4.6

8.6

3.8

5.6

0% 100%

13年度(n=519)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

今後も(今後は)行っていきたい 実行するつもりはない わからない 無回答
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【冷暖房を控えめにする】 

≪現在≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１２４  冷暖房を控えめにする 現在 経年推移＞ 

 

≪今後≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１２５  冷暖房を控えめにする 今後 経年推移＞ 

 

  

46.2 

53.1 

53.3 

53.0 

42.2 

34.1 

37.4 

37.0 

9.2

7.6

7.6

7.3

2.3

5.2

1.7

2.7

0% 100%

13年度(n=519)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

常に実行している 時々実行している 実行していない 無回答

88.2 

85.3 

87.7 

84.8 

1.0 

2.0 

3.8 

4.4 

6.0

4.9

4.4

5.4

4.8

7.8

4.2

5.5

0% 100%

13年度(n=519)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

今後も(今後は)行っていきたい 実行するつもりはない わからない 無回答
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【省エネルギー型製品を購入するよう努める】 

≪現在≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１２６  省エネルギー型製品を購入するよう努める 現在 経年推移＞ 

 

≪今後≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１２７  省エネルギー型製品を購入するよう努める 今後 経年推移＞ 

 

  

37.4 

38.8 

41.7 

44.2 

39.9 

35.4 

38.7 

38.8 

19.8

20.4

17.6

14.0

2.9

5.4

1.9

3.0

0% 100%

13年度(n=519)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

常に実行している 時々実行している 実行していない 無回答

81.1 

78.6 

84.4 

80.2 

1.9 

2.4 

2.3 

3.5 

11.9

11.0

9.9

10.7

5.0

8.1

3.4

5.6

0% 100%

13年度(n=519)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

今後も(今後は)行っていきたい 実行するつもりはない わからない 無回答



83 
 

【住居の断熱効果を高める工夫をする】 

≪現在≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１２８  住居の断熱効果を高める工夫をする 現在 経年推移＞ 

 

≪今後≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１２９  住居の断熱効果を高める工夫をする 今後 経年推移＞ 

 

  

40.3 

36.4 

40.2 

42.4 

32.2 

31.2 

30.4 

29.6 

24.1

27.2

28.3

24.7

3.5

5.2

1.1

3.3

0% 100%

13年度(n=519)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

常に実行している 時々実行している 実行していない 無回答

79.8 

76.1 

77.0 

74.0 

1.9 

2.7 

2.5 

4.5 

11.8

13.8

16.9

16.0

6.5

7.4

3.6

5.5

0% 100%

13年度(n=519)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

今後も(今後は)行っていきたい 実行するつもりはない わからない 無回答
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【太陽熱温水器を利用する】 

≪現在≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１３０  太陽熱温水器を利用する 現在 経年推移＞ 

 

≪今後≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１３１  太陽熱温水器を利用する 今後 経年推移＞ 

 

  

15.2 

16.0 

12.0 

7.4 

2.9 

3.2 

2.3 

2.1 

79.2

75.5

84.1

86.8

2.7

5.2

1.7

3.7

0% 100%

13年度(n=519)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

常に実行している 時々実行している 実行していない 無回答

30.4 

34.6 

28.7 

17.6 

22.5 

17.9 

19.4 

29.4 

42.0

39.6

48.2

47.4

5.0

7.9

3.8

5.6

0% 100%

13年度(n=519)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

今後も(今後は)行っていきたい 実行するつもりはない わからない 無回答
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【太陽光発電、風力発電などを利用する】 

≪現在≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１３２  太陽光発電、風力発電などを利用する 現在 経年推移＞ 

 

≪今後≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１３３  太陽光発電、風力発電などを利用する 今後 経年推移＞ 

 

  

1.3 

3.5 

4.9 

8.6 

2.5 

1.5 

1.7 

2.2 

92.9

89.4

90.7

85.1

3.3

5.6

2.7

4.1

0% 100%

13年度(n=519)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

常に実行している 時々実行している 実行していない 無回答

22.2 

27.7 

28.5 

20.5 

20.4 

17.0 

16.9 

25.8 

52.4

46.9

51.2

47.5

5.0

8.4

3.4

6.1

0% 100%

13年度(n=519)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

今後も(今後は)行っていきたい 実行するつもりはない わからない 無回答



86 
 

【水やお湯を出しっぱなしにしないように努める】 

≪現在≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１３４  水やお湯を出しっぱなしにしないように努める 現在 経年推移

＞ 

 

≪今後≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１３５  水やお湯を出しっぱなしにしないように努める 今後 経年推移

＞ 

 

  

42.4 

49.7 

49.3 

50.5 

42.0 

37.4 

40.8 

39.1 

13.3

8.4

8.3

8.1

2.3

4.4

1.5

2.3

0% 100%

13年度(n=519)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

常に実行している 時々実行している 実行していない 無回答

87.7 

86.0 

87.5 

86.9 

1.7 

2.4 

3.6 

2.7 

6.2

4.2

5.1

5.0

4.4

7.4

3.8

5.3

0% 100%

13年度(n=519)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

今後も(今後は)行っていきたい 実行するつもりはない わからない 無回答
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【グリーン購入や、ごみの減量化・リサイクルで省資源に努める】 

≪現在≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１３６  グリーン購入や、ごみの減量化・リサイクルで省資源に努める 

現在 経年推移＞ 

 

≪今後≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１３７  グリーン購入や、ごみの減量化・リサイクルで省資源に努める 

今後 経年推移＞ 

 

  

26.4 

29.3 

28.5 

28.2 

50.1 

48.2 

52.9 

50.0 

21.0

17.7

16.7

19.4

2.5

4.7

1.9

2.4

0% 100%

13年度(n=519)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

常に実行している 時々実行している 実行していない 無回答

82.1 

81.3 

79.9 

73.8 

1.5 

2.2 

2.7 

4.4 

11.8

8.9

13.7

16.7

4.6

7.6

3.8

5.2

0% 100%

13年度(n=519)

17年度(n=593)

22年度(n=527)

27年度(n=1,057)

今後も(今後は)行っていきたい 実行するつもりはない わからない 無回答
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＜グラフ１３８  地球温暖化防止のための現在の取組と今後の意向＞ 

 

 

現在の取組状況において二極化 

    ≪現在≫の取組の中で「不要なアイドリング・急発進・急加速はしない」「省エネルギー型

製品を購入するよう努める」「住居の断熱効果を高める工夫をする」「太陽光発電、風力発電

などを利用する」の４項目で、実行しているとした人の割合が増加した。 

    グラフ９２において、０から右上に伸びている斜線よりも、上側にプロットされている項目は、

現在の取組に対し今後の取組意向が高いことを示している。 

現在の取組状況において二極化しており、現在の実行率が低いグループでは、今後の取組意欲

が高い。 

  

車の使用
低公害車

アイドリング

待機電力
冷暖房

省エネルギー

断熱効果

太陽熱温水器

太陽光・風力発電

出しっぱなし

ごみ・リサイクル
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３．６．２ 地球温暖化防止のために県に求められる取組 

 

（１）今年度の傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１３９  地球温暖化防止のために県に求められる取組＞ 

 

  

問１０ あなたは、地球温暖化防止のため、県としてどのような取組をしていくことが必要だと

思いますか。それぞれの課題について、あてはまるものを１つ選び、番号に○をつけて

ください。（○はそれぞれ１つ） 

36.4 

41.5 

40.3 

41.5 

34.1 

27.0 

42.2 

39.6 

30.7 

27.6 

24.8 

26.2 

30.0 

44.0 

36.7 

40.4 

37.3 

41.2 

45.4 

36.0 

44.1 

46.0 

46.6 

46.7 

43.9 

45.6 

14.9

16.7

14.8

16.4

19.7

22.4

16.4

12.5

18.7

19.6

22.2

22.8

18.9

1.1

1.4

1.1

1.1

1.0

1.2

2.5

0.9

1.0

1.9

2.5

3.0

2.2

0.5

0.9

0.9

1.2

0.7

0.5

0.5

0.3

0.6

1.0

0.8

0.9

0.5

3.1

2.7

2.5

2.5

3.4

3.5

2.6

2.6

3.0

3.2

3.0

3.2

2.8

0% 100%

省エネルギー機器や省エネ型建築物等の普及促進

車の利用が控えられるような、公共交通機関の利便性の向上や公

共交通網の充実などの交通施策の推進

燃費効率のよい自動車やハイブリッド車、天然ガス車、電気自動車

など低公害車の普及促進

太陽光発電・風力発電・太陽熱利用のような新エネルギーの普及

促進

省エネルギー機器、低公害車や新エネルギー等についての公的

部門における率先的な導入

グリーン購入について企業・県民への普及啓発や県自らの積極的

な取組

自転車の利用促進のため、駅前などの駐輪場の整備や自転車道・

歩道の整備促進

森林の適切な管理・利用や緑化対策の推進

循環型社会の確立を目指したリサイクル・リユースの普及促進

省エネルギー・新エネルギー推進などの、県民や企業に対する広

報啓発活動の推進

地球温暖化防止に関する講習会・勉強会の開催や地球温暖化問

題における学校や地域との連携

環境問題などに取り組む民間団体への支援や連携

地球温暖化防止等、企業の環境保全に資する技術開発への支援

と公共事業への積極的な導入

大変必要 どちらかと言えば必要 どちらともいえない どちらかと言えば不要 全く不要 無回答

（n=1,057）
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（２）経年推移 （加重平均） 

 

本設問では、「大変必要」＝100 点、「どちらかと言えば必要」＝75 点、「どちらともいえない」＝50

点、「どちらかと言えば不要」＝25 点、「全く不要」＝0 点とし、加重平均を与え、指標化して傾向・推

移を見た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１４０  地球温暖化防止のために県に求められる取組 加重平均 経

年推移＞ 

 

 

県に最も求められる取組は「森林の適切な管理・利用や緑化対策の推進」 

    県に最も求められる取組は「森林の適切な管理・利用や緑化対策の推進（79.2%）」、２番

目が「燃費効率のよい自動車やハイブリッド車、天然ガス車、電気自動車など低公害車の普及

促進（78.3%）」、３番目が「太陽光発電・風力発電・太陽熱利用のような新エネルギーの普

及促進（78.0%）」、「自転車の利用促進のため、駅前などの駐輪場の整備や自転車道・歩道

の整備促進（78.0%）」、であった。 

 

  

81.5 

79.5 

82.0 

82.2 

80.7 

79.2 

82.0 

85.8 

82.9 

77.9 

75.4 

77.2 

80.9 

77.2 

75.8 

79.1 

78.6 

75.5 

73.8 

76.3 

78.5 

74.6 

73.1 

72.5 

72.3 

75.1 

77.5 

76.8 

78.5 

79.2 

75.8 

74.0 

76.5 

80.5 

76.0 

73.0 

70.8 

71.8 

74.8 

77.1 

77.8 

78.3 

78.0 

75.0 

72.5 

78.0 

79.2 

74.8 

72.9 

71.6 

71.3 

74.2 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

省エネルギー機器や省エネ型建築物等の普及促進

車の利用が控えられるような、公共交通機関の利便性の

向上や公共交通網の充実などの交通施策の推進

燃費効率のよい自動車やハイブリッド車、天然ガス車、電

気自動車など低公害車の普及促進

太陽光発電・風力発電・太陽熱利用のような新エネルギー

の普及促進

省エネルギー機器、低公害車や新エネルギー等について

の公的部門における率先的な導入

グリーン購入について企業・県民への普及啓発や県自らの

積極的な取組

自転車の利用促進のため、駅前などの駐輪場の整備や自

転車道・歩道の整備促進

森林の適切な管理・利用や緑化対策の推進

循環型社会の確立を目指したリサイクル・リユースの普及

促進

省エネルギー・新エネルギー推進などの、県民や企業に対

する広報啓発活動の推進

地球温暖化防止に関する講習会・勉強会の開催や地球温

暖化問題における学校や地域との連携

環境問題などに取り組む民間団体への支援や連携

地球温暖化防止等、企業の環境保全に資する技術開発へ

の支援と公共事業への積極的な導入

13年度(n=519) 17年度(n=593) 22年度(n=527) 27年度(n=1,057)
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３．７ 生物多様性の保全 

３．７．１ 身のまわりの自然環境の５、６年前との変化 

 

（１）今年度の傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１４１  ５、６年前と比べて、身近な自然環境の変化＞ 

 

 

（２）年代別傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１４２  ５、６年前と比べて、身近な自然環境の変化 年代別＞ 

開発や乱獲等による野生生物の種の絶滅や減少、里山・田園地域などの荒廃による生態系の分断

や質の劣化、外来種の影響による在来種の絶滅や減少が問題化している中、2014 年 10 月に韓国・

ピョンチャンにおいて、生物多様性条約第 12 回締約国会議（ＣＯＰ１２）が開催されました。 

 

問１１（１）あなたは、５、６年前と比べて、身近な自然環境が少なくなってきたと思いますか。 

      あてはまるものを１つ選び、番号に○をつけて下さい。 

25.2%

40.4%

25.6%

6.9%

1.9%

少なくなったと思う

少なくなったと少し思う

少なくなったと思わない

わからない

無回答

22.0 

23.4 

21.6 

23.8 

28.1 

32.0 

42.8 

41.2 

39.9 

41.6 

32.0

24.8

33.1

29.0

21.2

14.0

8.3

3.4

6.2

6.5

0.0

0.7

0.7

1.0

2.6

0% 100%

20～29歳(n=100)

30～39歳(n=145)

40～49歳(n=148)

50～59歳(n=193)

60歳以上(n=462)

少なくなったと思う 少なくなったと少し思う 少なくなったと思わない わからない 無回答
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（３）圏域別傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１４３  ５、６年前と比べて、身近な自然環境の変化 圏域別＞ 

 

 

身近な環境は「少なくなった」 

    身近な環境については、「少なくなった（65.6%）」と感じている割合が１番高かった。 

    年代別傾向をみると、各年代の４割以上が「少なくなった」と感じているが、２０代におい

ては「少なくなった」の割合が他の年代と比べて特に低かった。 

圏域別傾向をみると、「少なくなった」の割合が高かったのは、１番目が「吾妻圏（72.9%）」、

２番目が「伊勢崎圏（70.9%）」、３番目が「大田・館林圏（67.5%）」であることがわかった。 

 

※ 上記文章中の「少なくなった」は、「少なくなったと思う」と「少なくなったと少し思う」

の割合を合算して算出。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

23.6 

29.1 

26.2 

24.4 

22.6 

22.9 

35.1 

25.9 

22.5 

22.5 

43.0 

34.5 

44.7 

39.7 

39.6 

40.0 

37.8 

27.8 

45.0 

40.8 

23.6

29.1

24.3

28.6

24.5

28.6

18.9

37.0

23.0

29.6

7.9

5.5

4.9

5.6

9.4

8.6

5.4

9.3

8.4

5.6

1.8

1.8

0.0

1.7

3.8

0.0

2.7

0.0

1.0

1.4

0% 100%

前橋圏(n=165)

渋川圏(n=55)

伊勢崎圏(n=103)

高崎・安中圏(n=234)

藤岡圏(n=53)

富岡圏(n=35)

吾妻圏(n=37)

利根・沼田圏(n=54)

大田・館林圏(n=191)

桐生圏(n=71)

少なくなったと思う 少なくなったと少し思う 少なくなったと思わない わからない 無回答
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３．７．２ 身のまわりの植物や動物の５、６年前との変化 

 

（１）今年度の傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１４４  ５、６年前と比べて、身近な植物や動物の変化＞ 

 

 

（２）年代別傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１４５  ５、６年前と比べて、身近な植物や動物の変化 年代別＞ 

 

  

（２）あなたは、５、６年前と比べて、身近な野生の植物や動物の種類が変わってきたと思いま

すか。あてはまるものを１つ選び、番号に○をつけて下さい。 

20.0 

14.5 

18.2 

23.8 

32.3 

27.0 

41.4 

40.5 

38.9 

37.2 

29.0

26.2

30.4

22.3

16.9

24.0

17.2

10.1

13.5

11.5

0.0

0.7

0.7

1.6

2.2

0% 100%

20～29歳(n=100)

30～39歳(n=145)

40～49歳(n=148)

50～59歳(n=193)

60歳以上(n=462)

変わってきたと思う 変わってきたと少し思う 変わってきたと思わない わからない 無回答

25.1%

37.6%

22.0%

13.5%

1.8%

変わってきたと思う

変わってきたと少し思う

変わってきたと思わない

わからない

無回答
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（３）圏域別傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１４６  ５、６年前と比べて、身近な植物や動物の変化 圏域別＞ 

 

 

身近な植物や動物の種類は「変わってきた」 

    身近な植物や動物の種類については、「変わってきた（62.7%）」と感じている割合が１番

高かった。 

    年代別傾向をみると、各年代の４割以上が「変わってきた」と感じているが、２０代におい

ては「変わってきた」の割合が他の年代と比べて特に低かった。 

圏域別傾向をみると、「変わってきた」の割合が高かったのは、１番目が「吾妻圏（67.5%）」、

２番目が「利根・沼田圏（66.7%）」、３番目が「大田・館林圏（66.5%）」であることがわか

った。 

 

※ 上記文章中の「変わってきた」は、「変わってきたと思う」と「変わってきたと少し思う」

の割合を合算して算出。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.6 

18.2 

21.4 

24.8 

28.3 

28.6 

35.1 

35.2 

25.7 

23.9 

38.8 

40.0 

42.7 

36.8 

30.2 

31.4 

32.4 

31.5 

40.8 

38.0 

23.0

23.6

23.3

23.9

24.5

22.9

29.7

20.4

17.3

23.9

17.0

16.4

12.6

13.2

13.2

17.1

0.0

11.1

14.7

12.7

0.6

1.8

0.0

1.3

3.8

0.0

2.7

1.9

1.6

1.4

0% 100%

前橋圏(n=165)

渋川圏(n=55)

伊勢崎圏(n=103)

高崎・安中圏(n=234)

藤岡圏(n=53)

富岡圏(n=35)

吾妻圏(n=37)

利根・沼田圏(n=54)

大田・館林圏(n=191)

桐生圏(n=71)

変わってきたと思う 変わってきたと少し思う 変わってきたと思わない わからない 無回答
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３．７．３ 「自然環境」を保全する活動への参加 

 

（１）今年度の傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１４７  「自然環境」を保全する活動に参加したことはありますか＞ 

 

 

（２）年代別傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１４８  「自然環境」を保全する活動に参加したことはありますか 年代

別＞ 

  

（３）あなたは、「自然環境」を保全する活動に参加したことはありますか。あてはまるものを１

つ選び、番号に○をつけて下さい。 

12.0 

9.0 

14.2 

14.0 

12.1 

36.0 

37.2 

37.8 

33.7 

37.4 

4.0

4.8

4.7

3.1

5.8

34.0

33.8

27.0

29.5

26.2

14.0

15.2

14.9

17.1

14.3

0.0

0.0

1.4

2.6

4.1

0% 100%

20～29歳(n=100)

30～39歳(n=145)

40～49歳(n=148)

50～59歳(n=193)

60歳以上(n=462)

参加したことがあり、今後も参加したい 参加したことはないが、今後参加してみたい
参加したことはあるが、今後は参加したくない 参加したことはなく、今後も参加したくない
参加したいが、参加の仕方がわからない 無回答

12.3%

36.4%

4.9%

28.6%

14.9%

2.8%

参加したことがあり、今後も参加したい

参加したことはないが、今後参加してみ

たい

参加したことはあるが、今後は参加した

くない

参加したことはなく、今後も参加したくな

い

参加したいが、参加の仕方がわからな

い

無回答
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（３）圏域別傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１４９  「自然環境」を保全する活動に参加したことはありますか 圏域

別＞ 

 

 

自然環境に保全する活動に「参加してみたい」 

    自然環境に保全する活動については、約５割の人が「参加してみたい（48.7%）」と感じて

いる。 

   但し、「参加したいが、参加の仕方がわからない（14.9%）」を含めると、６割以上に達する。 

    年代別傾向をみると、各年代の４割以上が「参加してみたい」と感じている。 

圏域別傾向をみると、「参加してみたい」の割合が高かったのは、１番目が「富岡圏（57.

2%）」、２番目が「吾妻圏（56.7%）」、３番目が「伊勢崎圏（54.4%）」であることがわかっ

た。 

 

※ 上記文章中の「参加してみたい」は、「参加したことがあり、今後も参加したい」と「参加

したことはないが、今後参加してみたい」の割合を合算して算出。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.3 

10.9 

14.6 

8.5 

3.8 

28.6 

13.5 

14.8 

15.7 

14.1 

30.3 

38.2 

39.8 

39.7 

43.4 

28.6 

43.2 

37.0 

37.7 

26.8 

6.7

3.6

3.9

5.1

3.8

0.0

0.0

5.6

4.7

7.0

29.7

36.4

23.3

32.5

30.2

31.4

29.7

29.6

25.7

29.6

21.2

9.1

17.5

11.5

11.3

8.6

8.1

13.0

15.2

21.1

1.8

1.8

1.0

2.6

7.5

2.9

5.4

0.0

1.0

1.4

0% 100%

前橋圏(n=165)

渋川圏(n=55)

伊勢崎圏(n=103)

高崎・安中圏(n=234)

藤岡圏(n=53)

富岡圏(n=35)

吾妻圏(n=37)

利根・沼田圏(n=54)

大田・館林圏(n=191)

桐生圏(n=71)

参加したことがあり、今後も参加したい 参加したことはないが、今後参加してみたい
参加したことはあるが、今後は参加したくない 参加したことはなく、今後も参加したくない
参加したいが、参加の仕方がわからない 無回答
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３．７．４ 「生物多様性」の認知度 

 

（１）今年度の傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１５０  「生物多様性」という言葉を知っていますか＞ 

 

 

（２）年代別傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１５１  「生物多様性」という言葉を知っていますか 年代別＞ 

 

  

（４）あなたは、「生物多様性」という言葉を知っていますか。あてはまるものを１つ選び、番号

に○をつけて下さい。 

16.0 

10.3 

14.2 

13.5 

14.3 

45.0 

46.9 

50.0 

45.6 

51.5 

21.0

17.2

22.3

21.2

16.2

18.0

25.5

12.8

18.1

14.7

0.0

0.0

0.7

1.6

3.2

0% 100%

20～29歳(n=100)

30～39歳(n=145)

40～49歳(n=148)

50～59歳(n=193)

60歳以上(n=462)

よく知っている 意味は知らないが、言葉は聞いたことがある 聞いたこともない わからない 無回答

13.7%

48.6%

18.7%

16.7%

2.2%

よく知っている

意味は知らないが、言葉は聞いたこと

がある

聞いたこともない

わからない

無回答
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（３）圏域別傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１５２  「生物多様性」という言葉を知っていますか 圏域別＞ 

 

 

「よく知っている」は２割未満 

    生物多様性の認知度については、「よく知っている（13.7%）」は、２割未満に留まった。 

   但し、「意味は知らないが、言葉は聞いたことがある（48.6%）」を含めると、６割以上に達

する。 

    年代別傾向をみると、各年代の４割以上が「意味は知らないが、言葉は聞いたことがある」

と回答している。 

圏域別傾向をみると、「よく知っている」と「意味は知らないが、言葉は聞いたことがある」

を合算した割合が高かったのは、１番目が「高崎・安中圏（65.4%）」、２番目が「吾妻圏（6

4.9%）」、「大田・館林圏（64.9%）」であることがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

12.7 

10.9 

11.7 

17.1 

17.0 

5.7 

5.4 

13.0 

14.1 

14.1 

45.5 

50.9 

51.5 

48.3 

45.3 

57.1 

59.5 

42.6 

50.8 

49.3 

20.0

18.2

18.4

16.7

17.0

17.1

10.8

24.1

19.4

22.5

21.2

18.2

18.4

14.5

17.0

17.1

21.6

20.4

14.7

12.7

0.6

1.8

0.0

3.4

3.8

2.9

2.7

0.0

1.0

1.4

0% 100%

前橋圏(n=165)

渋川圏(n=55)

伊勢崎圏(n=103)

高崎・安中圏(n=234)

藤岡圏(n=53)

富岡圏(n=35)

吾妻圏(n=37)

利根・沼田圏(n=54)

大田・館林圏(n=191)

桐生圏(n=71)

よく知っている 意味は知らないが、言葉は聞いたことがある 聞いたこともない わからない 無回答
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３．７．５ 「生物多様性」の危機と人間活動との関係の認知度 

 

（１）今年度の傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１５３  生物多様性の危機と人間社会との関係性＞ 

 

 

（２）年代別傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１５４  生物多様性の危機と人間社会との関係性 年代別＞ 

（５）あなたは、「生物多様性」による人類への恩恵（生態系サービス）や、生物多様性の危機と

人間社会との関係性について、知っていますか。あてはまるものを１つ選び、番号に○を

つけて下さい。 

6.0 

2.8 

4.1 

2.6 

5.2 

14.0 

9.0 

11.5 

12.4 

16.5 

53.0

68.3

70.9

71.5

63.0

26.0

18.6

12.8

11.9

10.2

1.0

1.4

0.0

0.0

0.6

0.0

0.0

0.7

1.6

4.5

0% 100%

20～29歳(n=100)

30～39歳(n=145)

40～49歳(n=148)

50～59歳(n=193)

60歳以上(n=462)

よく知っている だいたい知っている よくは知らないが、今後知りたいと思う

知らないし、興味もない 関係性や恩恵があるとは思えない 無回答

4.3%

13.7%

65.2%

13.5%

0.6%

2.7%

よく知っている

だいたい知っている

よくは知らないが、今後知りたいと思う

知らないし、興味もない

関係性や恩恵があるとは思えない

無回答
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（３）地球温暖化問題への関心と生物多様性の危機への関心 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１５５  地球温暖化問題への関心と生物多様性の危機への関心＞ 

 

 

「地球温暖化問題」に関心がある ＝「生物多様性の保全」に関心がある 

    生物多様性の危機と人間社会との関係性については、約２割弱の人が「知っている（18.0%）」

と回答している。 

   但し、「よくは知らないが、今後知りたいと思う（65.2%）」を含めると、８割以上に達する。 

    年代別傾向をみると、「３０代（11.8%）」が特に認知度が低い。 

地球温暖化問題に関心がある人ほど、「生物多様性の保全」に関心があり、地球温暖化問題

に非常に関心がある人の約９割が、「知っている（24.7%）」、もしくは「よくは知らないが、

今後知りたいと思う（64.8%）」と回答している。 

 

※ 上記文章中の「知っている」は、「よく知っている」と「だいたい知っている」の割合を合

算して算出。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.3 

2.0 

1.7 

16.4 

12.9 

8.3 

64.8

67.9

46.7

7.8

15.2

35.0

0.8

0.3

1.7

1.9

1.7

6.7

0% 100%

地球温暖化問題に非常に関心

がある(n=372)

地球温暖化問題に関心がある

(n=598)

地球温暖化問題に関心がない

(n=60)

よく知っている だいたい知っている よくは知らないが、今後知りたいと思う

知らないし、興味もない 関係性や恩恵があるとは思えない 無回答
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３．７．６ 「生物多様性」の保持のための取組の支持 

 

（１）今年度の傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１５６  「生物多様性」の保全のために、どの取組を支持しますか＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（６）あなたは、「生物多様性」の保全のために、どの取組を支持しますか。あてはまるものを１

つ選び、番号に○をつけて下さい。 

26.3%

58.4%

1.8%
0.8%

10.5%

2.2%
生活の便利さがある程度制限されて

も、生物が生息等できる環境の保全を

優先する
生活の便利さが制限されない程度に、

生物が生息等できる環境の保全を進め

る
生活の便利さを確保するためには、生

物が生息等できる環境が失われてもや

むを得ない
その他

わからない

無回答
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（２）年代別傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グラフ１５７  「生物多様性」の保全のために、どの取組を支持しますか 年

代別＞ 

 

 

「生活の便利さが制限されない程度に、生物が生息等できる環境の保全を進める」が約６割 

    生物多様性の保全のための取組については、約６割の人が「生活の便利さが制限されない程

度に、生物が生息等できる環境の保全を進める（58.4%）」と感じている。 

    一方、「生活の便利さを確保するためには、生物が生息等できる環境が失われてもやむを得

ない（1.8％）」と回答した人もいた。 

    年代別傾向をみると、各年代の８割以上が「保全が必要」と感じている。 

 

※ 上記文章中の「保全が必要」は、「生活の便利さがある程度制限されても、生物が生息等で

きる環境の保全を優先する」と「生活の便利さが制限されない程度に、生物が生息等できる

環境の保全を進める」を合算して算出。 

 

 

 

23.0 

31.0 

29.1 

26.4 

25.1 

59.0 

56.6 

59.5 

59.6 

58.2 

0.0

0.0

2.7

2.1

2.4

1.0

0.7

0.0

1.0

0.9

17.0

11.7

8.1

9.8

10.0

0.0

0.0

0.7

1.0

3.5

0% 100%

20～29歳(n=100)

30～39歳(n=145)

40～49歳(n=148)

50～59歳(n=193)

60歳以上(n=462)

生活の便利さがある程度制限されても、生物が生息等できる環境の保全を優先する
生活の便利さが制限されない程度に、生物が生息等できる環境の保全を進める
生活の便利さを確保するためには、生物が生息等できる環境が失われてもやむを得ない
その他
わからない
無回答


